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めの欄議懇口一一一
尭明増車〈特許}輔輯年月第 2;盟包の

月時日 10時-15時/商工課
現轄と桂宮措観蒔月第 2 土日認~時一 12

時/商工会講所
高令者職嘩輯髄 (求人相読も含む)部i里

水曜日一日時/官民相棋盤(福祉)

盟藷埠迎田あっせん (機械金属加ヱ・プ
ラスチック加工等〕毎月第 3木曜日時
一日時/市民相説室(商工課)

登 記 相 盟 都 月 第 3金13時一市民相競窓

i鼎の輔輯/(22)2711ft;! 
韓曹輯輯臨調月・水・金・土曜臼
盟通事故掴観毎週水暗10時 -16時
宅骨量鈎翁筏晦月揖 1金曜10時 -16時
法唖輔韓 掃 2・第三3・師4金曜日時-16

毎週月・火木端9'寺-16時縦訓措iiff暁センタ 県民相離霊へ

は

*' 
ノレ

十
一
同
信
一
土
ハ
臼
か
わ
十
二
月
一
一
泊
ま
で
の
一
舟
閥
、
刊
の
会
図
火
袋
γ
防
灘
両
脚
が
各
地
で
い
っ
せ
い
に
行
止

わ
れ
る
。
保
埠
の
こ
と
た
が
、

ζ
の
時
期
に
な
る
と
、
家
庭
で
市
出
場
せ
取
り
惑
っ
ζ
と
が
一
段
占
多
く
な
り
、
火

災
も
多
発
し
て
い
る
。
市
消
紡
本
部
で
は
、
己
と
し
の
重
苫
明
白
標
花
、
⑦
わ
が
寵
の
紡
火
総
事
杭
⑨
た
一
ば
ζ
の
後

始
末
@
磁
器
町
議
異
の
一
此
し
い
使
い
方
@
旅
鎗
・
会
ア
ル
な
ど
の
避
難
経
路
の
莱
内
也
防
火
規
制
の
徹
底
の
首
つ
を

あ
げ
、
徹
麗
し
た
防
火
運
動
を
し
て
い

iHH針
で
あ
る
。

品月第 1土曜

諜〉

心寵ごと相観毎月酷 1 ・革 3月暗 9時

一日時/Tli民相説室{福祉)

税掴観毎月第 2 ・揖 4木端/市民相

説室(市民税課}

地理抽相親中臼 9時-16s，j常設"rfj民
相説室(建築課)

教育相韻水、木、念、ヨ、ヨ毎沼9時一日時

/教育研克冊

膏少年輯龍三干日 10時~珂時常設/符少

平日 9時 -16時常設/揺

盟締麟・小野f置華氏、穏永三千世

E君、西村津艶氏、吉田和代民

覇来月 CI2F.l15日〉は指定汚の童

滋1;:;ついてマす

どなたもお気軽にーどなたもお気軽に

改
選
は
教
宵
語
歯
周
長
と
閥
職
務
代
麗

守
、
さ
ら
に
、
教
育
長
の
再
任
発
令

月
れ
は
な
っ
た
。

マ
宏
容
式
骨
添
町
出
武
政
氏
(
気
八
)
八
幡
一
一

九
玄
誕
地

マ
委
員
長
職
務
代
濯
者
・
世
期
決
章
治
民

全
国
)
八
千
代
断
一
一
一
!
?
一
一
九

マ
奮
問
符
杉
山
太
一
民
(
蕊
一
…
)
一
代
両
日
町
三

七
i
芸
旬
、
草
山
大
蔵
氏
吊
る
違
よ

瞳
富
回
出
品
市
中
車
部
品
押

門
平
警
護
金
月
鋼
金
日
平
警

道
協
会
月
間
訓
告
で
宮
田
融
民
は
吋
一
十

射
中
十
七
発
命
中
で
揮
趣
師
、

2
位
は

一
向
櫛
弘
氏
〈
十
六
中
)
、

3
位
は
夫

常
時
同
四
比
(
十
五
中
)
の
成
縞
だ
っ
た

鉱
川
円
親
雨
間
企
は
〈
火
)
、
(
木
)

(
土
)
挑
伊
恒
ノ
、
喧
場
で
行
な
っ
て
お

り
、
入
金
を
希
望
す
る
人
は
市
教
養

停
背
課
へ
申
し
込
む
。
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や
平
塚
市
制
審
蓄
総
合
迷
合
金
(
金
長
井
上
茂
平
氏
・
一
一
望
+
留
品
)
は
、
税
の
正
し
い
潔

9

0

解
を
広
め
る
た
め
こ
と
し
八
月
に
、
市
丘
中
学
生
か
ら
〈
税
に
関
す
る
伊
文
〉
亭
轟
葉
、
己
の
ほ

9

0

ど
審
「
ぎ
を
行
な
っ
て
十
日
問
中
三
年
小
靖
ポ
弘
之
ι
ん
の
〈
:
川
税
に
関
心
吊
持
っ
て
V
が
崩
間
関
秀
作

0

0

品
と
し
て
荊
ば
れ
た
も
の
。
小
清
水
さ
ん
の
作
品
は
、
舟
問
団
}
一
Y
ク
!
ル
に
山
円
山
注
む
引
。

A
V

一
込
一
「
の
を
受
け
付
け
る
。

市
内
に
十
沼
の
保
青
閣
が
あ

i

四
月
完
成
予
定
の
金
百
時
首

る
と
十
五
保
育
聞
と
た
り
、

人
員
は
一
千
二
百
二
十
九
人

、
U

江
棋
の
の
で
き
v
芦
品
庭
は
、
祭
出

Lζ
ど
も
の

FJ町
子
守
す
る
人
が
い

な
い
状
態
に
あ
る
溺
自
に
限
ら
れ
る
。

。
一
受
付
付
付
制
紺
昭
和
田
十
点
年
↑

迫
真
白
か
ら
二
十
自
家
で

由
。
申
む
込
み
方
法
・
次
の
害
容
玄
え

て
市
福
祉
事
務
所
社
会
議
ヘ
①
昭

和
m
叩
寸
五
布
度
市
民
鋭
の
課
制
覇
官
官

〉く

確
認
で
き
る
需
一
期
間
的
和
約
十
乱
年

度
分
日
間
口
資
搾
税
の
お
説
離
ν

ハ私
η叫

で
吉
v
q乳
類
@
前
町
包
γ
五
勾
分
源

泉
徴
収
対
泌
総
和
凶
十
五
年
升
僅
定

申
告
の
年
し
め
品
開
気
の
場
合
は
医
師

の
診
断
欝
@
母
潤
な
ど
の
就
労
証
明

露

九
月
定
例
市
議
会
の
一
般
質
問
ず
し
ろ
h
F
d
に
失
し
た
感
が
あ

(
U
O

わ
た
く
し
は
、
他
市
江
主

i

き
が
け
そ
の
た
め
に
は
、
処
芯
環
対
を
岳
〈
、
完
舟
陀
処
婦
が
で
き
る
よ
A

つ
に
巡
の
な
い
都
市
は
都
市
と
は
い
え
ヰ

各
会
派
代
表
者
か
ら
い
っ
せ
い
に
、
日
公
定
防
止
は
、
先
ず
革
静
的
F
翁
照
和
三
十
九
立
に
公
密
怖
を
一
商
工
誤
分
の
手
で
つ
く
り
出
せ
ば
叩
い
川
民
の
し
た
o

い
と
い
う
属
生
続
く
し
た
の
だ
。

公
害
対
簡
に
対
す
る
市
庶
民
の
議
定
安
吾
川
駅
究
か
ら
出
発
し
右
け
れ
ば
な
ら
は
説
け
て
公
告
問
題
民
対
処
し
て
書
写
会
V
し
尿
を
き
れ
い
に
処
理
し
た
さ
い
わ
い
地
主
的
ζ
闘
力
で
一
万
わ
が
平
塚
で
、
市
民
の
た
め
の
来

臨
聞
を
た
だ
さ
れ
た
。
な
い
。
そ
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
た
が
、
去
る
十
月
一
臼
か
ら
、
公
害
り
、
下
水
道
を
完
備
し
た
り
、
泥
ん
九
百
耐
の
建
司
用
地
を
取
得
し
、
部
着
手
事
一
点
で
、
唯
一
間
大
厄
も
の
は

今
日
、
ハ
舎
が
事
緑
化
し
、
多
発
企
業
者
の
賞
任
で
原
鼠
卒
、
排
除
す
る
対
等
官
一
段
と
闘
化
ヲ
ャ
る
た
め
、
安
と
準
市
一
な
く
す
ζ
と
な
ど
は
日
間
も
大
落
の
み
な
ぎ
ん
の
了
前
も
揮
ら
れ
た
公
其
下
水
一
手
T
お
い
て
他
に
な
い
と

し
、
金
頭
め
あ
ら
ゆ
る
地
域
え
広
が
と
と
、
紡
止
状
況
の
立
ち
入
り
局
窓
合
唱
却
を
一
公
害
認
に
故
め
、
交
浦
安
全
切
f
は
唖
で
あ
る
o

の
で
、
と
と
し
か
ら
五
か
年
継
編
事
の
昨
日
悟
か
ら
、
市
長
就
任
二
年
め
の

大

君

な

社

会

問

婚

を

起

こ

し

て

い

る

と

し

、

職

員

宅

場

長

し

て

化

学

技

術

(

日

盤

一

oohツ
の
処
理
時
力
)
の
ス
し
て
建
設
す
る
た
め
、
去
る
十
月
日
仏
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。
あ
れ
か

の
で
、
当
常
ヤ
期
さ
れ
γ露
関
で
あ

1
1
l
i
l
i
-
-
4

職
一
員
を
配
置
し
、
ま
た
検
査
一
思
議
問
定
炉
が
若
朽
化
し
て
能
力
が
准
ち
ど
十
六
け
に
組
入
れ
会
心
っ
た
と
ち
七
年
余
の
南
バ
が
流
れ
た
が
、
呂

っ

た

。

わ

た

く

し

は

、

市

長

と

し

一

、

~

h

を

懇

唱

ゆ

が

め

九

¥

畿

幾

総

務

数

韓

議

議

嬢

畿

襲

己

ろ

だ

υ

下
、
下
水
道
芸
は
花
ま
り
だ
。

の

所

管

中

品

明

書

読

し

文

章

一

γ
カ
マ
J
J
r
k韓
議

鱗

欝

鱗

欝

麟

麟

鶴

鶴

見

い

ず

れ

の

産

で

も

、

ζ
の
相
横
川
書
れ
い
応
じ
よ
う
と
、

の

み

な

完

の

了

解

主

主

。

一

三

量

購

懇

畿

義

援

機

欝

鰯

饗

鱒

麟

欝

総

選

喪

主

う

な

買

は

K
対
さ
れ
時
円
だ
が
話
山
花
ド
ブ
広
告
流
し
て
い
お
流

従

来

は

遣

も

県

条

例

も

、

会

一

ゴ

協

議

撃

麓

盤

欝

盤

話

事

選

で

突

き

な

善

玉

域

主

一

市

町

良

川

一

体

き

り

葬
舗
は

E去
の

棋

会

話

一

せ

と

畿

轟

轟

轟

麟

鶴

欝

麟

麟

鱗

鱒

醐

醐

域

加

け

入

れ

一

託

、

今

回

の

摺

d
に
つ
い
お
樟
川
流
峨
下
水
道
事
業
ご
霧

器

健

全

な

護

と

の

講

和

」

言

一

子

解

Jd灘
離

鶴

鱒

麟

鱗

鱗

麟

麟

鶴

四

四

川

持

て

も

了

解

さ

れ

た

ζ
と
岳
市
民
の
み
足
さ
せ
、
昭
和
田
十
七
町
曜
に
は
、

的

と

し

て

、

警

一

言

語

手

一

i
J

…

多

毎

週

欝

欝

欝

灘

銀

盤

槙

を

な

さ

ん

と

と

i
z
i
g
-
z

長

は

行

な

わ

な

い

と

い

チ

つ

重

一

叫

諮

問

議

議

議

饗

麟

麟

麟

轄

で

は

な

P
Jぃ
。

の

一

部

長

業

関

空

れ

や

。

悪

質

か

れ

て

い

五

、

と

れ

か

一

説

句

、

)
f
J藤
韓
騒
響
ゎ

γ

×

た

だ

い

ま

忠

実

施

し

て

い

芸

誌
昨
日
許
認
一
続
開
校

yy騒
騒
騒
議
欝
欝
一
い
と
告
げ
れ
計
立
訪
問
刊
誌
時
間
約

で
臨
む
万
針
会
た
め
た
の

3
ト

軒

寸

諮

ら

欝

鱗

纏

韓

鰭

鶏

韓

関

帥

刊

誌

持

続

い

つ

き

あ

が

る

の

で

ぶ

警

で

送

護

弓

一

ー

マ

議

緩

後

務

遂

務

滋

灘

鑓

綴

懇

綴

饗

一

議

霧

島

な

i

れ
る
よ
う
に
東
部
ポ
ン
プ
場
(
磁
輔

逮

h
日

一

二

%

銃

一

ぺ

?

:

一

番

畿

二

十

壌

や

行

汚

簡

し

、

土

添

え

薬

で

痛

め

つ

;

-一
l

h
ヨ

ご

わ

'

¥

γ

}

仁
持
久
ぷ
絞
り
謬
警
j

(

ミ
;
議

j

ι

f

場
開
側
)
存
昨
年
か
ら
建
設
に
か
か

と

一

一

dLよ
[

-

議

官

一

〆

〆

JV撃
で
て
い
る
の
が
お
代
田
奇
襲
で
っ
て
い
る
が
、
約
七
警
の
大
事
業

し

孝

一

ブ

~

¥

背

信

FYL42
ソ
ゑ
警
鐘
羅
芝
雪

O

L
わ
な
か
で
、

Z露
で
あ
る
。

一
(
一
吋
、
必
緩
綴
緩
齢
曙
一
七
ぶ
緩
ふ
一
一
一
機
畿
媛
、
絡
の
み
hrま
ん
の
ご
理
解
を
得
た
い
の

ゎ

?

?

一

一

瞬

務

理

?

下

水

の

問

題

で

あ

号

は

特

許

口

説

け

主

~

一

b

L

J

鱗
離
麟
鶴
欝
主
ふ
仁
川
》
議
蓬
議
灘
川
田
町
川
が
汚
れ
て
魚
が
い
な
く
七
日
っ
た
所
の
使
用
も
可
能
と
な
り
、
便
利
で

一
九
遂
媛
綴
務
機
騒
務
撃
を
一
?
主
総
ゑ
緩
瀦
鱗
り
、
曲
く
守
、
な
っ
た
り
、
援
を
出

く

と

一

、

除

籍

畿

欝

蟻

額

欝

懇

欝

ゑ

畿

撃

性

盟

Z
壁
号
、
号
、
絡
が
よ
く
な
る

;

会

一

護

憲

襲

事

襲

撃

襲

撃

議

選

Z

し
て
禁
ん
だ
り
す
る
の
は
、
下
ご
と
き
o

i

選

ノ

.

一

警

の

充

実

を

は

か

る

と

と

に

じ

て

き

た

た

め

、

京

事

暴

露

が

そ

の

ま

ま

川

議

を

む

た

め

で

!

(

i

一
た
じ
職
員
は
使
命
感
に
燃
え
、
豪
生
前
と
官
、
警
の
住
民
に
議
再
品
。
家
事
工
藤
主
流
γ

れ
出
よ
だ
が
、
市
街
化
区
著
書
記
及

i
i
i
i
i
a

を
た
さ
主
、
そ
し
て
仕
事
に
打
ち
を
か
け
て
い
る
の
で
、
阜
奇
心
は
そ
の
ド
ブ
ホ
は
下
水
道
に
流
し
て
軒
忍
ぶ
に
は
、
さ
ら
に
長
期
に
わ
た
り
、

話
し
合
い
で
と
り
き
め
を
し
て
い
く

ζ
ん
で
い
る
o

府
特
を
は
か
ら
な
け
れ
ば

fzpz
濠
掲
げ
山
送
り
ζ
品
、
ぞ
れ
去
処
援
し
痘
棋
の
財
源
号
必
要
と
す
る
の
で
、

積
極
釘
な
癌
度
で
臨
み
た
い

o

x

x

た

っ

た

。

て

か

ら

川

へ

流

す

の

が

欧

米

都

市

町

ι百
は
手
け
わ
し
い
も
の
が
あ

し
か
し
市
内
に
は
零
細
企
程
式
も
多
地
方
向
居
間
障
の
仕
事
は
、
ま
ず
し
由
民
近
は
と
み
質
も
多
誌
で
あ
り
、
常
識
で
あ
る
0

3

1

い
の
で
、
と
れ
ら
の
企
業
に
対
し
て
い
生
藷
環
故
づ
く
り
を
し
て
、
市
民
そ
の
排
出
量
む
増
大
し
て
宮
た
。
そ
わ
た
く
し
は
同
和
一
一
一
十
七
年
比
四
市
民
の
み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力

は
施
設
の
草
花
要
す
る
資
金
等
、
が
安
全
で
、
間
利
で
、
豊
か
な
往
す
り
と
で
、
目
撃
一
百
七
十
止
の
ご
み
処
+
八
円
問
、
欧
米
都
市
亭
視
損
し
て
で
、
公
共
下
武
道
を
完
遂
さ
せ
7d努

箇
・
県
の
特
別
な
配
慮
交
要
請
し
た
よ
い
生
活
を
営
む
己
と
が
で
吉
る
よ
理
交
付
な
う
J
建
制
焼
却
機
械
炉
6

輯
〈
印
砦
づ
付
ら
れ
た
の
が
下
水
迫
力
を
り
づ
吋
て
い
書
記
い
も
の
だ
C

い

。

ろ

犯

す

る

と

と

だ

と

思

う

。

を

ζ
と
し
か
ら
増
設
し
て
、
熊
議
ょ
の
一
躍
僻
さ
れ
た
姿
で
あ
っ
た
。
下
水
〈
昭
和
問
主
・
甲
山

'
C

3 '1 

{寸E

とんi二'51'( t 
予長 帯、、

と
き

綴コース 濁望書館玄鏑前9時築合一図書書館一

穣報誌軍一進車業主告鶴一軍揖大学 (!i重量〉一大神

糟掃作難所一消防雷級寝草子一て蟻量水量苦聖書J1171<源

一鰐入エ難問地一市役所鶴 f解散〉

慶応 募 市内態住岳軍駐位以上回人 1∞人ま

雪

量盟申 Q，. 11月20思までに往復ハガキ!こ、住

売野氏名、縫経圭明記、また団体で(7)申し込みは

確定入箆と代表安審下記へ 先藤原守しめ切自ま

す。

富霊童費 用

審議婦・准看護婦の免許を

もっ女子

($l込み}

宿所定の履援委でlfll込む

霊童・0463(22)1700内総28 平塚市役所広報課へ応募先@平塚市浅間!町9替 1号



。oパレーポー;.・車球・パスケットポー;.0φ

臨 11/29臼 パ レ ぃ ポール

盟12/6日ーパスケY トボ]ノレ

卓 球

盟会草きは見町台悼育館

盟参加申し込みは11月24臼まで花見噌台

樟事館内障育課へどうぞ

てTEL 31-3060コ

iii i 
量53達

時ii

融説窓口がお近くへ

期です。なお、議目、県続出融税部談コーちも実施

φ11月初回@須賀公民館、理署員独

身長繋 (1日夕陽ケ丘母子察〉

φ11月2113.富士見公民館、諏訪

町会館、泥水町内会館

φ蒋潤@午前9符 30分~午後4持

税務部収融課



公
抽
出
下
水
道
第
一
一
骨
区
幹
静

t事
中
八
議
眼
前

糊

只今工事中

ダ
ダ
ダ
ダ
・

a-、
円
た
る
と
己

ろで土山一
T
掴
品
。
議
長
、
地
下
ゑ
利

用
す
る
た
め
の
了
認
が
盛
ア
ん
に
行
な

わ
れ
て
い
る
。
交
通
量
が
増
大
し
踏

切
の
詩
雑
亭
様
相
す
る
た
め
に
立
体

安
差
点
¥
ま
た
交
通
戦
争
か
ら
人
隠

巷
守
や
た
め
に
捕
す
衿
送
会
、
駅
前

広
場
の
高
度
利
用
、
そ
し
て
公
共
下

水
道
事
議
等
々
、
地
す
へ
も
ぐ
る
辺

事
は
ど
ん
ど
ん
企
む
。

東
部
ポ
ジ
プ
場
a

競
輪
場
正
留
ス

ロ
に
闘
す
る
一
敷
地
に
地
下
一
階
、
地

上
…
一
階
の
ポ
ン
プ
嶋
崎
亭
曲
護
Z
G
o

と
れ
は
東
部
訴
広
氏
の
雨
水
中
一
宮
椙
犠

川
ヘ
放
流
し
、
汚
水
は
圧
送
管
で
相

撲
川
右
岸
刊
計
十
市
処
期
国
府
ま
で
続
人
さ

せ
る
も
の
で
、
合
遣
は
等
部
分

だ
吋
施
了
。

公
持
下
武
道
皐
業
・
来
年
一
一
一
月
に

は
部
会
町
、
代
臼
如
、
八
重
咲
町
内

内
公
見
下
水
道
が
先
恥
ず
る
。

八
播
五
担
割
問
棉
立
体
交
」
1
・
m
悶ポ一

年
か
ら
着
工
し
た
八
幡
靖
翼
線
は
、

中
山
六
地
下
一
地
に
つ
い
で
二
番
目
の
も

の
で
、
事
進
は
危
険
の
な
い
ス
ロ
ー

プ
で
去
今
に
通
行
で
き
る
。

間
給
地
平
行
滋
一
部
開
通
し
た
地

ず
道
は
、
鵬
明
水
川
凶
も
撤
去
三
れ
幹
騒

が
で
き
高
防
銑
壱
結
ぷ
王
制
だ
け
に

な
り
、
来
年
四
月
に
は
整
備
六
一
れ
た

新
し
い
駅
制
広
措
が
附
議
す
る
。

追
分
交
差
点
・
秦
野
街
道
、
八
田
岡

遜
り
が
一
ん
人
通
止
に
な
り
、
横
断
山
炉
送

毛
地
下
に
す
る
正
事
が
は
じ
ま
っ

F

}

O

 

7
 

駅前地下道・幹線工事は轄了い商r.5街査結ぶだけ

語一
位
粧

机

問
お
八一一一川

穏

ぽ
巡
っ

交通樹現在して地下の槙断書滋工事前はじま?なi車骨交麓点
← 一

目見室霊鶴{関}君事輯{

顔見隊合体資鎗と見隊合広場
11/22-24隠 a みつけ市J農水産物品評会、主主

栽夜、喪主労管年生活文化授、カナワヤ展、観先

写真と写生援、こと業渓、水産展、銘菓夜、植木市

@ 緯 時 輸 出 陣 示 と RIJ1G会
Fと七夕おどりパレ

程ま

一門

事現常設センター
11/22a 13~寺 -17時芸能大会(民議おどり、
民舞、吟泳、 n争舞〉平塚レクワェーション研究会
11/君事調ふ①10待-12時産業表修(優良永年勤

続従業員表彰司幾水産物費量輿功労者表彰、商沼

会功労者表彰、公害防止優良ヱ場表彰、働く管

少年作文入賞者表彰、青少年育成標詩人選者}

②13時 -17持ラジオ公開放送



年
援
市
教
育
研
究
訴
は
閉
山
和
四
十
一
一
一
年
度
か
ら
二
か
年
総
説
で
市
民
の
敢
育
活

総
凋
嗣
査
を
畏
泌
し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
結
果
壱
京
と
め
発
表
し
た
。
調

査
は
、
本
市
人
口
の
一
約
活
分
の
一
に
あ
た
る
一
千
五
寄
人
の
父
兄
を
対
象
に
、

地
主
総
書
、
社
品
開
敦
賀
掠
庭
薮
青
空
一
項

gt品
細
か
な
繭
厨
紙
涯
に
よ
っ
℃

実
施
し
た
も
の
。
ま
た
、
泊
答
者
存
性
別
、
年
八
惜
別
、
職
議
な
ど
事
角
的
応
分

析
』
サ
泊
~
ん
て
お
り
、
研
究
附
で
は
謁
査
に
協
吋
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
湧
く

臨
酎
し
て
い
る
。

。
書
館
空
苦
言
、
み
ん
な
係
の
人
に
わ
た
王
者
い
い
ろ
の

O
毎
月
品
、
ホ
ー
ル
で
と
ど
も
訟

の
部
屋
に
{
3
0

町
り
ょ
う
け
ん
』
が
4
枚
も

ιえ
ま
園
告
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

。
だ
れ
も
が
自
由
に
入
る
乙
と
か
で
す

o

O

い
ず
れ
も
す
べ

τ朝
刊
斜
で
、
幼
渇

告

¥
Tり
た
い
表
情
り
ら
れ
ま

O

『主
S
と

よ

で

1
さ
つ
小
学
生
、
中
妻
、
お
霊
皇
、

完

の

戒

が

借

り

ら

れ

、

一

度

に

4
さ
つ
だ
れ
も
が
白
白
に
利
用
し
た
り
、
倍

。
惜
り
て
か

市
抽
出
り
た
り
で
富

町
引
か
こ
ど
も
蜜
u

へ
ど
う
ぞ
裏
山
口
ヤ
皇

そ

」

を

し

平

図

式

、

ま
し
ょ
う
o

訟

で

借

り

り

れ

ま

す

。

火

ょ

う

日

t
士
よ
ち
日
は
1
時
か

O
脅
い
い
ろ
の
円
と
う
ろ
ξ
カ
1

0
京
は
、

2
出
向
間
借
り
ら
れ
ま
す
。

5
4時
間
判
分
ま
で
。

下
』
壱
も
ら
い
、
霊
者
で
あ
る
刊

Oζ
ど
も
警
は
桧
束
、
マ
ン
ガ
、
宣
言
は
旦
時
か
ら
4

待望

ノ
止
さ
ん
ま
た
は
お
母
さ
ん
に
記
入
し
も
の
が
た
り
、
百
斜
じ
て
ん
、
ぞ
の
ま
で
。

で
も
ろ
い
ま
し
ょ
〉
O

他
い
ろ
い
ろ
の
京
が
五
十
時
そ
ろ
っ

O
月
ょ
う
日
、
月
末
、
祝
出
は
お
や

O
そ
の
一
「
力
門
戸
』
ヰ
こ
ど
も
室
の
で
い
ま
す
o

す
み
で
す
。

教
育
研
究
所
が
一
五

0
0
人
の
父
昂
対
象
に

認
査
警
は
高
警
に
か
な
り
ζ

ま
か
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、

ζ
の
う
ち



によりi富加吉れました。当包会主畠で

記入してもらいます。

1、一か月昆内にポ1);t'C/j'¥児まひコ

か、 BCGか、ましん αil:しか〉

の予防護種を受けたζ とがありま

す古河

①受けた②受けない③わからない

2、けさの樟湿は何度でしたか。

①、 度分@わからない。

3、どす~' iKJ..r~などの皮ふの病気があ

りますか。

①今かかっている②広近かかった

@ない

4、今、向か病気でお医者さんlとか

かっていますか、今づかかってい

なくても最近カ〉かったことが品

れば、かいてくださし」

①ある @ない @わからない

器、今までに、けいれんくひきつけ〉

をおこしたことがありますか

①ある @ない @わからない

お、問じと頁!とさ主まれた惜のこどもに

くらべて、おくれがありますか

①おくれがある@主い③わからな
し、

7、今までに稜fQをうけたことがあ

りますか

①ある @ない @わからなH

8、 1か月以内lζ詠'If<の誇れかがま

しんてはしかコ専にかかった己

とがありますか。

①ある ②ない @わからなリ

いとい

i-i 己主喜重
iζ 二指や

E嘉正完手
五警誌をお
箆罵らでし、
カS 笈gf行て〉右

EZE会長
々宅て'j( J三

るため、来春接種をす絡し、今回目

白対象を限定しましたのでご了承

〈ださk¥o (来客!Jスタ」株及び

務釈ヲクチン製造を見込む〉

臨時間・各会場とも13隠3D分-15日寺
掴淑匝隠窓〈援護臼〉

12月 1日金呂公民館土沢農協

ク 2臼 j但公民館豊田小学校。3臼，富士見公民館中原公民

館

神田公民館須賀公民館

八幡公民髄

!日四之宮公民総横内部

地集会場

ク 15日

〈募集〉三宮25塁j主主註J22話;主主2ぷ
を書いてお凶し〈だきl'o応害事は 1苛未満の苛、ちゃんに限ります。

醒あて先 平塚市民慰留J9番 1時 E 平塚市役所広報課泊ミちゃん募集係。

臨信用掠仕入のうえ、一人ずつ広報紙lζ掲載、記念写真と市去の色紙・

抱義広報紙10却を起し島げます。 仁広報課〉

〈謹意〉
φ予飴接惑を受けるときは

@卵のアレ/レギーの人!;;受けられ

ません。

@成人で子防接穂町希望者は当日

体温を記入してもらうので、事

前!と宮殿で椅潟してきでほしい

盟対室長ー満2歳以上グJ人〈毎年 2
接種〉

盟専問・各会場とも131寺30分---15時
輔巡慰問麓 (1盟国〉

11月18日 須 賀 公 民 館 松 原 公 民館

u 19臼中原小学校

fタ 20日花木公民間

r~ 21目見m台武扇舟

輯 2羽目

11尽11日金自公民館士沢夜協

-7 12臼旭公民館豊田小学校

Q 138 富士見公民館

Q 16臼 検内団地安企窃 !日間之

宮公民館

-7 17臼神辺公民館

d" 258 須賀公民館

* 26臼中原小学校
d' 27日 花すぐ公民館

グ 28円 買ナプ乙》じが主計男

臼4
5
 

9
bア
ク

輔 C判定路〕

12月 8白 金自公民館ゴ二次農協

'" 9日加公民館豊Eνj、学校

~ 10日 富士見公民館中原公民

館

までに生まれた来援護霊の子。この

干 1;):接種目{こ満2援をこえない赤

ち予んです。この職金蓄をのがさず

に受サてください

第 2潮来曹λ苧予定の子

広ザ昭和45咋 3月 11ィι'.1浮[こ生まれた

人!<l第 1

令インフノ;〆エン予予防長越会場で結

核レジトゲシ検訟を実施する。

ζ とし都合でさ正三三できなかった人

また今まで度も受けていない人

は次の日程でレントゲン車がさきま

すから、年}二一良は必ず、受診し

て仁犯さい。

輯耳「品各完4ニ ~131~3日分.......， 15時
盟l盟沼臼重量

民世一一「
A
U
F
 

‘.，. 
(... 

薬
剤
師
な
ど
専
門
家
出
相
談
受

ぷ
お
、
わ
た
く
し
た
ち
の
男
泊
に
と
む
」
な
と
の
記
載
カ
あ
る
か
ら
マ
裏
は
こ
ど
ー
も
の
手
の
届
か
ぬ
所
ヘ

あ
り
な
が
ら
、
と
か
く
忘
れ
が
ち
な
と
j
ら
に
十
分
住
干
す
ゐ
こ
と
。
智
子
く
。

誕
の
犯
し
い
使
い
方
に
勺
い
て
平
山
弦
竹
広
め
ら
れ
た
用
校
、
用
量
ラ
止
し
ヤ
日
か
の
軒
乞
へ
入
れ
か
え
た
り
す

茶

刊

誌

協

同

組

合

(

問

主

光

両

辺

司

〈

守

る

こ

と

。

ヲ

h
a
の
は
謝
】
耐
の
も
と
に

ιるら

長
)
か
ら
教
ド
与
、
い
た
た
い
た
ι

マ
食
前
、
食
料
叫
L
ど
服
車
両
闘
の
指
ヤ
薬
は
寝
泊
問
、
日
光
、
高
怪
奇
吉
ら

マ
薬
の
接
聞
に
つ
い
て
は
薬
剤
仰
な
見
に
は
込
ん
f議
由
が
あ
る
の
で
う
か
ら
蹴
時
議
所
に
ぎ
守
す
る
。

ど
の
専
門
草
花
確
か
め
る
と
と
。
指
示
会
れ
た
飲
む
時
踏
を
守
る
。

豊富翼閣の婚で戦災孤児16人を育て晶11
た詞本女性の惑裁のドラマ、望是認が

もっき色々しい迫カが豊富霞ゼff.し、見

るものの鞠をうつ、重量閣と戦い迫容

にもめげず軍基箆と共に生活を築いτ
行く裂が畷るく鶏かれている。



匝農
地
の
宅
地
侶
は
と
も
な

っ
て
土
を
通
ぶ
ダ
ン
プ
耐
震

道
を
ζ
わ
し
、
幾
耕
車
が
通
れ
な
く

殴
っ
て
い
る
。

07

と
の
よ
う
な
問
題
K
対
処
す
る
万
ソ
ノ

舗
と
し
て
、
関
係
当
扇
か
ら
施
工
業
、
一

審
に
対
し
て
破
損
し
た
場
所
争
議
繕

*
y
h

さ
せ
る
よ
う
な
法
的
な
措
援
は
と
れ

λ討

な
い
も
の
か
。
現
況
で
は
、
製
忍
国

L
4
'

怒
と
い
う
こ
と
で
、
境
界
か
急
金
官
、
〉

花
補
棒
亭
品
開
Y
U
入
れ
て
も
な
か
な
か

J
K

矯
注
し
て
も
る
え
な
い
。
以
上
の
向
島
姻

韓
陀
つ
い
て
良
い
万
一
法
が
あ
れ
ば
知
も

ら
せ
て
惇
U
い。

門
上
宮
沢
・
一
一
宮
糟
冶
民
}

現
在
、
農
道
の
維
持

た
だ
〈
一
ζ
と
に
な
コ
て
い
ま
す
の
で

農
地
埋
め
立
て
な
ど
に
と
も
な
う
農

道
波
踊
の
補
棒
に
つ
い
て
は
、
地
元

か
ら
施
で
ム
烹
ま
た
は
業
者
に
申
し
入

れ
て
い
た
だ
と
わ
貯
で
す
。

地司耳
γ

か
ら
の
申
し
入
れ
に
対
し
て

補
修
壱
符
な
わ
な
い
施
宜
主
や
業
者

の
場
合
に
は
、
農
産
課
に
破
損
務
揚

施
工
者
、
業
者
亭
通
牒
し
て
く
だ
吉

れ
は
湧
場
調
査
を
し
た
は
問
、
地
立
百
に

か
わ
っ
て
閉
し
ス
れ
ん
ぜ
し
ま
す
。

農耕車が通れない

地元にかわって市が申し入れ

路
掘
で
も
あ
り
。
ま
た
ダ
ン
ザ
街
道
ど
指
掃
の
と
担
り
…
早
急
に
拡
捕
が
必

と
も
い
わ
れ
る
よ
う
陀
手
め
交
通
量
要
で
す
。
市
で
は
四
↑
百
ぷ
度
か
ら

は
自
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
第
付
総
合
開
発
計
闘
の
中
で
幹
韓
併
域
防
婚

の
道
路
幡
員
で
は
ど
F

っ
し
ょ
う
も
な
の
甚
備
を
裏
目
的
K
は
か
っ
て
い
く

主
早
急
に
轄
出
閉
し
て
ほ
し
い
。
方
針
で
す
。

{
上
吉
沢
・
山
田
金
議
箆
}
な
お
、
本
年
使
か
ら
路
線
の
調
査

{
経
済
思
議
麗
輯

}
:
i
:
京
路
婦
は
市
の
幹
組
計
間
部
遺
品
」
考
え
ご
い
ま
す
。

官

一

夜

の

重

頁

繋

譲

ぞ

お

答

え

道

路

て

現

在

の

一

遥

議

運

設

建

路

謀

}

車
問
の
大
型
化
な
ど
事
え
ま
す
む

41  
~主グi

;55 
It'f.，域暴摂津J

、府内を

l ノi目印式調の接言旨吾
1751 iつづけ、かたわ俳譜壱学ん

主主市ム」ム庁、世， Iだo明治31年Cl898)の都新聞
i日々比三ヘモノ=によると、苦情かの女j);，俳議十

高瀬横器|俊、の中;とろ載せてし、るから、

車、J)5.:J年の頃、平塚小学噌をの l相当な俳人であったことがわか

西;ζつづく十八軒町のお側に!る。

f;武百屋Jというささやかな文| かの女が三家族とともに平塚町

房具広があって、品の良い老婆!に移って来たのは、日且治40年頃

が底顕!と!'l':'J、憶に色自の娘が!であったと思われる。

いて商いをしていた 1 ilIl治初年Cl912コ 4月168、
老婆は書癖な人らしし端正|かの女は59才ぜ没し、平塚本宿

な容をしていて、ついぞ笑顔を 1寓醤宗宝善隣!こ野られたo ~喜碑
せたこ之はなかった。 Iに「構雅妙貞信女Jとあり「あ

との老婆が、春駄奄白雄、金 jきの蝶その行きさもとらまほ

飴舎道主主主系統に属した明治の jし」の句がきざまれている。

俳人、童話庵清雅女で晶ったので| 父の遺骨を高野山IC約めたと

ある。 Iぎに「告期型ムの古び草し雪の

かつて横棋の博古家訳出九一 i興Jの句がある。

錆(1893~ 1970 )が「清雅女| 晩年比は「察医Jと自聴した

は、江戸の俳人の流れを汲む箸 iらしく、

名な存在で、東京の俳壇でも名!る半切に

の矢口られた女流俳人だ。彼女irilの位、察尼」がある。

晩年平塚{ζ住んでいたのだ。事 I fこのころや花よりしらむ峰

鼠を謁べてもらいたしリと言わ iの家J rなかなかに奥ある慰λぞ

れたととがある。 Iの茂りかなJ r穂ささから歌の

かの女の名は晴 Eはるコ書害虫く I立ちけりでさ山J r木兎暗くや桓

7時Cl854)江戸芝浜松田7の質 iを吹く夜の鼠明りJなどが違令

商森兵衛の女として主主まれ、若 lているが、他:ま散侠した。

で
住
宅
に
盟
っ
て
い
る
人
は
、

ぐ
市
福
祉
事
務
所
保
護
課
に
申
し
出
て

ほ
し
い
。

と
れ
は
、
県
が
町
昨
年
、
身
障
者
用
の

帰
営
佐
喝
を
通
築
し
、
己
れ
に
入
居
し

て
も
ら
っ
た
め
に
こ
の
都
議
が
必
要
と

な
る
。申

し
出
の
明
h
聞
は
今
月
い
っ
ぱ
い
な

の
で
笠
急
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ね
た
き
り
老
人

農
業
相
談
所
開

設
の
'
お
知
ら
せ

各
地
区
の
農
業
相
訣
員
に
よ
る
八
鹿

十
一
月
十

i

一
ハ
日
(
月
)

赤

ち

ゃ

ん

こ

と

ば

か

ら

ど

も

り

へ

っ
て
い
る
の
で
す
。
話
せ
ば
い
ろ

い
ろ
と
な
h

相
さ
れ
ま
す
。
ま
た
間

金
一
お
心
る
と
い
う
こ
と
て
口

融
室
で
担
っ
た
事
相
聞
か
ら
散
も
少
な
く
な
り
ま
す
。
話
す
ζ

!
日
」
ん
な
子
ど
も
と
に
必
養
以
K
の
緊
張
争
議
じ
さ

宜
絃
の
男
の
子
で
幼
稚
閣
に
通
せ
、
ど
も
ら
せ
て
し
ま
う
の
で
す

っ
て
い
ま
す
が
、
来
年
は
学
校
で

1
ど
う
す
れ
ば
i

す
。
ひ
と
り
っ
子
で
祖
父
点
、
父
ま
わ
り
の
お
と
な
が
念
に
手

母
と
住
ん
で
い
ま
す
。
ど
も
の
と
り
あ
っ
か
い
d

を
か
え

「
ポ
夕
、
F

オ
1
キ
ク
ナ
ッ
タ
ラ
子
ど
も
は
そ
れ
に
つ
い
て
い
け
な

セ
ァ
セ
ソ
セ
ン
チ
ェ
イ
一
一
、
ナ
ン
パ
い
と
こ
ろ
疋
問
磁
が
あ
る
の
で
す

/
」
と
い
っ
た
品
じ
方
で
す
。
か
ら
、
ち
う
一
度
子
ど
も
に
合
わ

ー
な
ぜ

i

f

せ
て
、
，
じ
よ
じ
よ

と
の
子
は
お
と
な
ば
町
ぷ
動
翻
謝
紺
習
に
H

指
導
し
て
い
く
ζ

か
り
の
中
毒
っ
て
吉

K謡
樹
齢
曜
と
が
必
要
で
え

ま

し

た

。

警

革

新

制

ま

わ

り

の

お

と

な

は

親
「
O
O
T
夕
、
麟
騨
V
除
侍
婦
ら
ま
ず
、
と
と
ば
に
つ
い

オ
イ
チ
イ
、
オ
イ
チ
緩
概
観
議
場
警
て
は
い
っ
さ
い
注
意
を

イ
」
字
「
ホ
ジ
ト
、
オ
イ
し
な
い
で
よ
く
話
し
を

チ
イ
」
・
と
れ
で
ま
わ
り
の
お
む
飼
い
て
や
る
こ
と
。
オ
イ
チ
イ
は

な
は
H

か
わ
い
い
己
と
は
“
を
つ
オ
イ
ジ
イ
と
り

2
4う
に
、
正
じ

か
う
と
い
う
ζ
と
で
、
い
つ
ま
で
い
こ
と
ば
を
つ
か
う
こ
と
。
ζ
う

も
知
λ
ず
知

2
9夜
こ
ん
な
と
り
し
た
態
度
を
と
っ
℃
い
く
ζ

と
に

か
わ
し
品
説
け
て
い
た
の
で
す
。
よ
っ
て
絡
す
乙
と
を
い
や
が
一
色
な

一
一
学
期
花
入

J

で
ち
ょ
っ
と
し
た
く
な
り
、
一
時
的
に
は
ど
も
り

と
と
か
ら
、
来
年
は
学
校
だ
か
ら
は
、
め
に
つ
吉
や
す
く
な
り
ま
す

H

赤
ち
ゃ
ん
ζ
と
は
u
は
お
か
し
が
、
結
す
こ
と
の
繁
明
日
む
れ
る

い
と
い
と
つ
よ
う
に
き
づ
吉
ま
し
た
に
し
た
が
っ
て
号
す
れ
て
い
君
ま

「
コ
レ
、
オ
イ
チ
イ
」
等
と
い
え
ず
。
ま
た
お
と
な
の
手
レ
い
と
と

ば
「
オ
イ
シ
イ
で
し
ょ
」
と
、
で
ほ
っ
か
い
の
ま
ね
を
岳
禿
か
ら
く

茸
る
ま
で
く
り
か
え
し
さ
せ
ま
し
り
か
え
ず
己
と
K
よ
っ
て
ー
自
然
に

た
。
今
ま
で
は
、
オ
イ
チ
イ
と
い
躍
世
古
れ
て
い
く
も
の
で
す
。

与一スぱ巳
ζ
に

こ

し

て

く

れ

た

の

に

(

強

描

伊

麗

)

忽
に
態
度
が
か
わ
り
、
一
小
田
仏
に
主

籍

あなた的知る範磁口、よい行ないをした務企年 (20才
未調)がいたら氏名・年令・住所・唾誼また抵勤務先
・推薦潔由をお知らせください。措縁者は住所治氏名
をかならず明記由ニと、時限を問いません。
広〈市民的措覇軍をおまちします。

みんなの鞍い交通安会

歩行者は廷しい横断を

運転者は歩行者の保護を

平騨本稽つ宝喜書課、禁緩漕毅宜の重喜突き主豊富膏少年語車内 (22) 1 7 0 0 
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